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　企画振興課　☎０８６９-２２-１０３１問

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
祝
日
、お
盆
、年
末
年
始
を
除
く
。

※
当
日
の
予
約
状
況
や
症
状
に

　
よ
っ
て
は
、
受
け
入
れ
で
き
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
方
法　
事
前
に
利
用
施
設

　
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
（
緊
急

　
の
場
合
は
、
利
用
当
日
の
登
録

　
も
可
能
）。
利
用
施
設
に
直
接

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
施
設

○
山
陽
ち
び
っ
こ
療
育
園
・
牛
窓

　
（
あ
い
の
光
医
院
・
牛
窓
）

　

牛
窓
町
牛
窓
３
１
２
１-

１

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
６
１

○
長
船
ち
と
せ
保
育
園

　

長
船
町
土
師
１
２
８-

１

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

３
９
８
８

▽
利
用
料　
１
日
２
、５
０
０
円

※
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６

　
時
間
ま
で
、
ま
た
保
育
時
間
終

　
了
後
の
子
ど
も
の
一
時
預
か
り

②
保
育
園
や
幼
稚
園
ま
で
の
子
ど

　
も
の
送
迎

③
学
童
保
育
終
了
後
や
放
課
後
の

　
子
ど
も
の
一
時
預
か
り

④
子
ど
も
が
軽
い
病
気
な
ど
の
と

　
き
の
臨
時
的
な
子
ど
も
預
か
り

⑤
冠
婚
葬
祭
、
学
校
行
事
、
そ
の

　
他
の
外
出
時
の
子
ど
も
の
一
時

　
預
か
り

　
ま
た
、
依
頼
会
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

瀬
戸
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所

（
邑
久
町
尾
張
１
１
５
９-

１　

邑
久
保
育
園
内
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
９
２

保育園名 所在地 申込先☎ 利用可能年齢

牛窓ルンビニ 牛窓町牛窓 4959-5 0869-34-2309 生後２カ月から

あいあい 牛窓町鹿忍 4455-1 0869-34-9330 生後２カ月から

長船ちとせ 長船町土師 128-1 0869-26-3988 １歳から

邑久 邑久町尾張 1159-1 0869-22-0089 生後６カ月から

長船東 長船町牛文 729-1 0869-26-3326 １歳から

時間区分など １時間当たり
利用料金

月～
金曜日

午前７時～
　　午後７時 700 円

午前７時以前
午後７時以降 900 円

上記以外の場合 900 円

　

子
ど
も
が
病
気
の
と
き
に

　

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　
子
ど
も
が
熱
を
出
し
た
け
ど
、

仕
事
は
休
め
な
い
…
。

　
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
は
、

そ
ん
な
と
き
に
一
時
的
に
専
任
の

看
護
師
や
保
育
士
が
、
子
ど
も
を

お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。

▽
対
象
児
童

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校

　
６
年
生
ま
で
の
児
童

　
（
平
成
28
年
度
か
ら
年
齢
拡
大
）

○
病
気
の
治
療
中
や
回
復
期
な
ど

　
に
あ
り
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

　
小
学
校
な
ど
で
の
集
団
生
活
が

　
困
難
な
児
童

○
保
護
者
の
勤
務
な
ど
の
都
合
に

　
よ
り
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
な

　
児
童

▽
利
用
日
時　
月
〜
金
曜
日

　

一
時
的
に
保
育
園
で
子
ど
も

　

を
お
預
か
り
し
ま
す

　

一
時
保
育
事
業

　
保
護
者
の
仕
事
や
病
気
、介
護
、

冠
婚
葬
祭
、
育
児
疲
れ
な
ど
家
庭

で
の
保
育
に
お
困
り
の
と
き
に
利

用
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
就
学
前
の
児
童

▽
利
用
日
数　
１
カ
月
13
日
以
内

※
４
時
間
以
内
の
利
用
は
０・
５

　
日
と
し
て
換
算

※
当
日
の
予
約
状
況
に
よ
っ
て

　
は
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
料

○
８
時
間
ま
で　
２
、０
０
０
円

○
４
時
間
ま
で　
１
、０
０
０
円

※
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法　
各
保
育
園
に
直
接

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６

　

会
員
相
互
の
子
育
て
の
応
援

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　

セ
ン
タ
ー

　
瀬
戸
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
応
援
を

し
て
ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）
と

子
育
て
の
応
援
を
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）
と
で
構
成
す
る
子
育
て

の
助
け
合
い
活
動
組
織
で
す
。

　
事
前
に
会
員
登
録
を
し
て
い
れ

ば
、
保
育
園
へ
の
お
迎
え
や
、
一

時
預
か
り
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
サ
ポ
ー
ト
の
内
容

①
保
育
園
や
幼
稚
園
の
保
育
開
始

▽利用料金

▽実施施設一覧

問

問

申
問

通
常
の
保
育
園
の
入
所
以
外
で
利
用
で
き
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
関
連
情
報

　「公共交通不便地域」は、市内に広く点在してい
る状況です。計画では、これらを９つのエリアに集
約し、エリアごとに、既存の公共交通網（路線バス
やＪＲ赤穂線）に接続することを主目的とした新た
な地域内交通の導入を目指します。
　一言で地域内交通と言っても、その運行形態はさ
まざまです。例えば、市が運行する市営バスや市営

　市内には、路線バス、ＪＲ赤穂線、タクシー、前
島フェリーの４種類の公共交通機関があり、市民の
通勤・通学、買い物や通院などの移動手段として、
重要な役割を果たしています。
　計画では、既存の公共交通網を維持しつつ、さら
に利便性を向上させることで、高齢者や学生などの
交通弱者の移動手段を将来にわたって維持すること
としています。

９つのエリアに
新たな地域内交通の導入を目指す

将来像は「公共交通が支える
持続可能で活気あるまち」

　市では、３月に瀬戸内市地域公共交通会議（市民、交通事業者、学識経験者などで構成）と
連携し、「瀬戸内市地域公共交通網形成計画」を策定しました。これは、市民の移動手段の確
保という課題に対応するとともに、持続可能なまちづくりに向けて、公共交通が果たすべき役
割を明確にし、市の公共交通網の将来像やその実現に向けた方策を示すものです。

デマンド交通、地域が主体
となるコミュニティ交通や
自治会輸送など、複数のメ
ニューがあります。
　地形や集落の分布状況、
運行を委託する際の公共交
通事業者の有無など、状況
はエリアごとに異なるた
め、地域住民との協働によ
り知恵を出し合いながら、
地域の実情に合い、かつ過
度な財政負担とならない効
率的な運行形態を選択して
いきます。

【公共交通網の将来像】

※図中の９つのエリアの範囲は、
　地域内交通を導入するエリアの
　位置関係を大まかに示しています。

　アンケート調査や住民意見交換会などにより、
市の公共交通について、「路線バスは『便数が少
ない』『バス停まで遠い』などの理由で利用しに
くい」、「乗継拠点の待合環境の整備が不十分」な
ど、多くの問題が浮き彫りになりました。
　計画では、「公共交通不便地域への対応」を大
きな課題と位置付けており、これに対して「新た
な地域内交通の導入」などを盛り込んでいます。

最も大きな課題は
「公共交通不便地域への対応」

３人に１人以上が
「公共交通不便地域」に居住
　計画では、次の条件に当てはまる地域を「公共
交通不便地域」と位置付け、その解消を目標とし
ています。全人口の 37.8％に当たる約 14,300 人
が、「公共交通不便地域」に居住しています。
①大富駅、バスの停留所、フェリー乗り場から
　400m以上離れている（運行本数が１日３便未
　満の西脇線、上山田線のバス停は対象外）
②邑久駅、長船駅から１km以上離れている②邑久駅、長船駅から１km以上離れている

公共交通が支える
持続可能で活気あるまちへ


